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宇宙から見た気象 No．42

中国大陸上の梅雨前線帯の特徴＊

加藤内蔵進＊＊

　1．はじめに

　梅雨前線帯は東西に伸びる定常的な雲帯として把握さ

れる（Matsumoto　et　a1．，1971，他）．しかし，梅雨前線

帯上での降水量はそこで発生し東進する総観規模低気圧

に伴って大きく変動する（MurakamiandHuang，1984）．

そこで，1979年の資料に基づぎ，中国大陸上の総観規模

低気圧の通過に伴う梅雨前線帯での雲の特徴を調べてみ

よう．

2．大陸上の降水量と積雲活動の変動

1979年の大陸上の日雨量の時間緯度断面（中国地面気

象記録月報のほぼ107～119。Eの全部で約80点の資料

に基づく）を第1図に，背の高い積雲の活動度示標，Ic

（0～10），の107～119。Eで平均した時間緯度断面を第

2図に示す．IcはGMSの赤外の各画素の値を用いて

Murakami（1983）が作成したもので，値が大きいほど

積雲活動が活発である事を示す．

　第1図グループbからcへの変化からわかるように，

6月前半まで華南～華中（23～32。N）にあった降水量

最大軸は，6月後半に華中（30。N付近）に移ってい

る．これは，いわゆるr梅雨前線帯の華南から華中への

移動」に対応する．
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第1図

　　11　　21　　31　　10　　20　　30　　10　　20　　30
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中国大陸上（ほぽ107～119。E）の日雨量の時間緯度断面．「ブランク」：0．1以下，「・」：0．1

～LO，「一」：1・0～5．0，「＋」：5．0～10．0，「＃」：10．0～20．0，「q」：20．0以上（単位，mm

day一1）．本文中で論ずる降水量の多いグループに名前をつけた．a，b，cの列は期間A，B，C

に対応する．期間の区別は本文参照のこと．

＊　Characteristics　of　the　Baiu　f士ontal　zone　over　the　China　Continent．

＊＊Kuranoshin　Kato，東京大学海洋研究所（現在は鹿児島地方気象台）．
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第2図

　11　　　　21
　　　MAY
Ic（0～10）の時間断面．

31 10

JUNE
20

記号は図の上段を参照のこと．

30　　　　　　　10　　　　　　20　　　　　　　3000Z

　　　　　　JULy1979

破線より上が第1図に対応する．

　6月後半には，南シナ海南部（10。N付近）にもIcの

大きな値が見出される（第2図のd）．1979年には，6

月19日にインドモンスーンonsetが宣言された（Sikka

and　Grossman，1980）．モンスーンonsetのころ，南シ

ナ海のITCZでの積雲活動が活発化したことになる．

また，115。E付近の経度では，梅雨前線帯とITCZの

間の高気圧性循環（r華南高気圧」と呼ばれる）が強ま

る．統計的にも6月なかば以降，華南高気圧は明瞭にな

る（松本，1984）．そして，大陸上の梅雨前線帯へ吹き

込む南風が強まることになる（例えぽ，Luo　and　Yanai

（1983）のFig．3を参照）．

　5月における華南～華中では，第1図のaに対応する

グループが第2図にないことからわかるように，降水量

は多いがIcの値は小さい．6月に入ると第2図のグル

ープbにあるように華南の梅雨前線帯でIcも大きくな

る．これ以後，降水量とIcの極大域がほぼ一致する．

Icの極大域は5月から6月にかけて南シナ海から大陸

上へ移動した．しかし，降水量は5月でも大陸上で多

い．大陸上の雨は，5月前半には地雨性だったのに対

し，5月末に対流性に変化したのである（Kato，1985）．

　以上の考察に基づき，大陸上のr梅雨期」を④5月，

⑧6月前半，◎6月後半～7月前半の3つの期間に区分

し，各期間における雲の特徴を調べた．
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　3．総観規模擾乱とその通過後の帯状雲

　④．⑧．◎．各期間の例として，㈲1979年5月12～

15日，（勘6月5～8日，（¢）6月23～27日を取上げる．口

絵写真1～6に，それぞれ，5月12日，5月14日，5月

14日（但し赤外），6月7目，6月23日，6月25日の各

06ZのGMS画像を示す（写真3以外は可視）．地上

天気図上に解析された前線の位置（気象庁印刷天気図）

を㈲，（B），（C）各期間につきそれぞれ口絵図（a），（b），（c）

に示す．

　期間㈹では，5月12日00Zごろ華中（30。N付近）に

発生した低気圧が～1，000kmdaゾ1の速度で東進した．

12日には低気圧に伴う雲域が華北までのび（写真1），

35。N以南で降水量も多い（第1図）．低気圧東進後も中

心から西に伸びる帯状雲が華南に停滞し（写真2），30。

N以南では15日ごろまで降水が続いた．この，華南に停

滞した帯状の雲帯が梅雨前線帯に対応する．

　写真2と3の比較からわかるように，大陸上の帯状雲

は，南半分ではクラスターが散在するが，主として層状

の中層雲で構成されている．これは成層が湿潤対流に対

して安定なためである（Kato，1985）．

　期間（助も華中に発生した低気圧の東進後，華南の海岸

線まで雲帯が南下し停滞する．しかし，写真4でみられ

るように，雲帯は対流性のクラスターが東西方向に並ん

だものであり，㈲でみられた層状雲は存在しない．

、天気”32．6．
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第3図　1979年6月25日12Zにおける850mbの
　　　　気温（。C，実線），露点温度（。C，破線）

　　　　及び風系（長い矢羽1本が10knots，短い
　　　　矢羽1本が5knots）．

　期間（C）の例も，期間（萄と同様な経過をたどる（写真

5，6）．6月25日12Zの850mbの風気温，露点温
度（第3図）で示されるように，梅雨前線帯に対応する

雲帯（30。N付近）での水平温度傾度はほとんどない．

（この例では逆に北側が高い），下層では低気圧性シアを

もつ西風が卓越する．露点温度（や比湿）の傾度も30。N

付近で大きい．期間（B）も梅雨前線帯に対応する雲帯で同

様な特徴が見出される（図は略）．なお，華北の低気圧

性循環（中心が低温）は，梅雨前線とは別のシステムで

ある．

　写真4で示される期間（匂と比較すれば，写真6で示さ

れる期間（¢）の低気圧後方の帯状雲は30。N付近までしか

南下しない．第3図に示されるように，期間（C）の大陸上

は，23。N付近で高気圧性循環が強く，梅雨前線帯へ向

かう強い南風成分をもつ下層風系が確立されている時期

なのである（2章を参照）．

4．まとめ

各事例とも，「大陸上に発生した総観規模低気圧（30

～35。N）の東進後に帯状雲が停滞」という経過をたど

る．第1図，第2図によれば，このようなサイクルが梅

雨全期間を通’じて4～7日の間隔で繰り返されることが

示唆される（第1図のa1，a2，b1，b2，c1～c6が各サイ

クルの初めに現れる総規模低気圧に対応）．春や秋と違

い（秋森，菜種梅雨は別として），「総観規模低気圧（急

激な発達はしないが）通過後も雲が消えず帯状となり停

滞する」サイクルを繰り返す場所が梅雨前線帯だと言う

ことも出来よう．

　但し，基本場の温度傾度や下層風系の違いにより，帯

状雲の構造や降水特性及び停滞する位置が2章に示した

3つの段階によって異なるのである．
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